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 第 3 章では，長い障害受容過程全体を扱う前段階として，自閉症児の育児にはど
のような特徴があるのかを明らかにした．それと同時に，従来の質的調査に則った
方法で収集したデータにもテキストマイニングを適用できるかどうかを検討した． 


















































































































































































































































































































































































































n01 19 女 なし 1 2歳半過ぎ 年少 
n02 23 男 姉 1 3歳 1歳半 
n03 22 女 兄・弟 3 5歳 小学校に入
る1年前 
n04 16 男 姉 1 1歳半 4，5歳ごろ 
n05 20 男 兄 2 2歳 小学校就学
 24 
の前 
n06 25 男 姉 1 1歳半 小学2年生 
n07 11 男 兄 2 1歳半 2歳 
n08 20 男 兄 2 5歳 小学校に上
がるころ 
n09 17 男 妹 3 3歳半 4歳半 
n10 注２） 18 女 兄 1 3歳 第一子が小
学3，4年生
ごろ 
 20 男 妹 1 2歳半から3
歳 
n11 16 男 姉・弟 1 3歳 1歳 
n12 16 男 弟 2 4歳 5歳 
n13 16 男 なし 1 3歳直前 5歳頃 
n14 20 女 妹 1 2歳 5か月 養護学校に
就学したこ
ろ 
n15 12 男 なし 3 満 3歳 3歳半 
n16 13 女 なし 2 3歳 小学校就学
の直前 
n17 17 女 なし 2 3歳 2か月 小学2年生 
n18 13 男 兄 2 4歳 4歳 









































































ある いる なる （行く いく） 来る とる（見る みる） （言
う いう） 得る （過ぎる すぎる） 
する する やる （行う 行なう おこなう） 
叙述 
 
（思う おもう） （考える かんがえる） 見える 知る しれる い
える 示す 述べる （書く かく） よる 
入出 入れる （出る でる） （入る はいる） 
雑 使う （用いる もちいる） （持つ もつ） （作る つくる） な
す （起こる おこる） つく つける 聞く よぶ 
その他のストップワード 
誤認 かれる つまり お 
関係 上 下 （次 つぎ） 
冗長 わが国 自分 人 （人々 人びと） 
 28 
一字 別 他 間 話 例 形 日 家 手 名 身 






























































病院 医者 医療 小児科 児童精神科 精神科 検査 健診 
入院 クリニック 
主人 旦那 父親 パパ お父さん 





気持ち 精神 感情 気分 
指導 教育 授業 
兄弟 兄ちゃん 一人っ子 兄 姉 姉ちゃん 弟 妹 
お金 会社 給料 仕事 
健常 
公園 砂場 
コミュニケーション 関わり 交流 
福祉 ヘルパー ボランティア 支援 
入園 入学 就園 就学 
受容 
自閉症 障害 
手帳 パニック 目線 脳波 発作 
小学校 児童 学童 高学年 
診断 告知 判定 
トイレ 身辺 風呂 
相談 協力 アドバイス 
中学 中学校 高校 
療育 学園 センター 通園 養護 加配 
周り 近所 知り合い 
友だち 仲間 




































































































































































































































































































































































Jaccard の類似性測度は集合Ｘと集合Ｙがあったとき，X または Y に含まれて































形態素 出現回数（回） 形態素 出現回数（回） 
分かる 61 子 112 
自閉症 50 分かる 83 
違う 38 障害 77 
先生 35 親 56 
言葉 34 自閉症 54 
障害 33 先生 51 
気持ち 22 一緒 42 
一緒 21 勉強 32 
泣く 18 違う 29 














上位 10 語 Jaccard の
類似性測度 
上位 10 語 Jaccardの 
類似性測度 
自閉症 .065 分かる .081 
違う .048 障害 .073 
言葉 .042 先生 .051 
気持ち .030 勉強 .033 
泣く .024 一緒 .032 
言える .023 変わる .030 
通園 .023 周り .028 
診る .022 本人 .028 
主人 .020 育てる .026 












































































受容前 4 2 
受容後 30 6 

































































































































































































































































































































 第 3 章，第 4 章と同じである． 
 
５−２−２ 調査方法 



























































形態素 出現回数（回） 形態素 出現回数（回） 
先生 22.0 先生 18.2 
主人 12.7 障害 15.0 
自閉症 12.2 自閉症 14.2 
障害 12.2 言葉 12.2 
言葉 11.8 小学校 9.2 
学校 11.3 学校 8.7 
幼稚園 11.2 幼稚園 8.5 
本人 10.7 主人 7.6 
小学校 10.2 療育 6.8 










上位 10 語 Jaccardの 
類似性測度 
上位 10 語 Jaccardの 
類似性測度 
先生 .178 分かる .340 
違う .148 障害 .217 
一緒 .146 言葉 .168 
話 .142 自閉症 .160 
周り .139 育てる .098 
気持ち .134 帰る .096 
最初 .131 生活 .091 
受ける .127 センター .088 
施設 .115 出す .086 















子が 1 人の母親の語り 20   (0.94%) 2128 
子が複数いる母親の語
り 
26   (0.59%) 4437 







 「子どもが 1 人の母親の語り」「子どもが複数いる母親の語り」それぞれにおけ
る，コーディング・ルール「兄弟姉妹」の共起語上位 20 語を特定した．集計単位







1 お願い 確認 
2 発達 招く 
 70 
3 紛れる 底辺 
4 頼める 意思 
5 体育館 疎通 
6 洋服 中身 
7 月齢 問診 
8 役員 見本 
9 機会 話せる 
10 最終 見方 
11 ワン 材料 
12 亡くなる 研究 
13 買う 発見 
14 誰か 流れる 
15 世界 触る 
16 頼む 健常 
17 聞ける 友だち 
18 産む 答える 
19 集まる 予定 
20 悩む 親戚 
 
２）共起ネットワーク 
















 兄弟姉妹についての語りをさらに詳細に把握するために，「子どもが 1 人の母親
の語り」「子どもが複数いる母親の語り」それぞれにおける，コーディング・ルール
「兄弟姉妹」の共起語が出現した文脈を，逐語録に戻って確認した．表５−５に示し














































































































































































































６−１−３ 自閉症児をもつ母親の障害受容過程 —受容前と受容後の比較− 
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